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令和7年度事業の進め方について（１）

背 景

1.気候危機の顕在化・激甚化への対応の必要性
・近年の気温上昇
・一昨年、昨年の我が国の熱中症被害の増大、激甚な
水害の発生など

２．環境省中央環境審議会気候変動影響評価・適応小
委員会の動向 （参考資料１）
・第3次変動影響評価スケジュール
令和6年度 気候変動影響報告書（案）執筆開始
令和7年度 報告書案、パブコメ、報告書（答申）
令和8年度 気候変動適応計画変更

３．気候変動適応中部広域協議会（以降「広域協議会」
事業の見直し（参考資料２）



令和7年度事業の進め方について（２）

今後の広域協議
会の在り方
について論点

【論点１】
これまでの実績等を踏まえた更なる連携とは？
例）・調査研究関係→連携強化、フィールドワークへの展開
・専門家データベースの拡充（水資源系等専門家の追加）

【論点２】
広域協議会の構成員の見直し？ステークホルダー連携とは？

例）・熱中症対策に続く、具体的適応対策の拡充
・広域連携として、ステークホルダーとの交流をモデル的に試行
（参考資料３）

・適応ビジネスなど新たな動きに対応する広域協議会メンバー
追加

① 対面型の広域協議会、交流会の開催
② 多様なオブザーバー、スピーカーの招聘
③ 見学会、勉強会等の開催によるアクティブ化
④ 専門家データベース構築による情報提供
⑤ 適応関連のポジティブ情報を集めたニューズレター
の発行



令和7年度事業の進め方について（３）

今後の日程案

【令和6年度】
・今後の適応対策についてアンケート
（参考資料４）
・必要に応じてヒアリング

【令和7年度】
＜春から夏＞
・アンケート等の整理に基づき、検討
・勉強会、交流会等の実施

＜秋以降＞
・広域協議会における令和7年度事業に係る
意見交換
・令和8年度事業に向けた意見交換
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• 第1回座長間会合及びWGでの
意見を踏まえ、知見の収集・整
理方法、重大性・緊急性評価の
見直し等を実施

• 知見の収集・整理作業を実施
• 評価手順案の検討

• 環境研究総合推進費「S-18気候変動影響予測・適応評価の総合的研究」（環境省）
• 気候変動予測先端研究プログラム（文部科学省）
• 日本の気候変動2025（気象庁・文科省）など

※系統立った文献収集は
令和6年9月公表分まで

2026（R8）

論文・知見の収集※

気候変動影響報告書（詳細）（案）の執筆
下記の内容を小項目毎に作成
① 気候変動による影響の要因
② 現在の状況（概要及び本文）
③ 将来予測される影響（概要及び本文）
④ 重大性・緊急性・確信度の評価と根拠
⑤ これまでに得られた情報の一覧

関
係
各
省
庁
と
の
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議

関
係
各
省
庁
と
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正
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秋 ～ 冬

年度

月日

2025（R7）2024（R6）2023（R5）

（参考資料１）環境省中央環境審議会気候変動影響評価・適応小委員会の動向



旧（令和6年度まで）新（令和7年度～）
１．広域協議会
・開催：2回/年 （8月、2月）

WEB開催

2．二つの分科会
（１）自然生態系への影響分科会
①気候変動による影響分析
②市民参加型広域モニタリング調査

（２）流域圏での水資源管理分科会
①広域アクションプランの策定 冊子の作成
②広域アクションプランのフォローアップ
（セミナー、シンポジウムの開催）

１．広域協議会
・開催：原則2回/年 対面およびWEB

4月～6月間に1回
（事業の方向性）

下期に１回
（その他必要に応じて招集）

※本省 報告書公開時等等
・機能の追加によるアクティブ化：勉強
会、見学会、交流会、プラットフォーム
設置

2．二つの分科会
・広域協議会に吸収する形でクローズド
・分科会事業等はステージを変えフィー
ルドワークとして展開
・分科会座長、副座長、有識者は引
き続き有識者として広域協議会にご参
加

（参考資料２）中部広域協議会事業の見直し



（参考資料３）ステークホルダーとの交流イメージ図
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（参考資料４） アンケート調査案 概要

実 施 概 要

①対象：全構成員、オブザーバー等
②実施方法：メールによるアンケート

調査（適宜ヒアリング調査）
③実施時期：令和7年3月（予定）
④主なご質問内容：
広域協議会で取り組むべき気候適応施策
・テーマ
・連携事業（イメージ）提案
・参考情報
先進事例、講師候補など有用な情報も収集

フィールドワーク（勉強会、見学会、交流会等）のスタ
イル等について


